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2,851百万円

売上高

189百万円

営業利益

131百万円

当期純利益

前年同期比

• 売上高、営業利益共に1Qとして過去最高を達成

• 段階利益も前年同期比で大きく成長し、黒字で着地

25/8期 1Q 25/8期 1Q 25/8期 1Q

業績ハイライト

229.9%

前年同期比

+202百万円

前年同期比

+140百万円

注釈：前期、営業損益、当期純損益はマイナスの実績だったため、成長率ではなく差分を表記しております。

* *
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前年同期比で200%以上の成長を実現し、

売上高、営業利益共に1Qとして過去最高を達成

業績のサマリー

5

（単位：百万円） 25/1期 1Q 25/8期 1Q 前期比

売上高 1,240 2,851 229.9%

売上総利益 854 2,025 238.0%

┗売上総利益率 68.9% 71.0% +2.1pt

営業利益 △12 189 ー

┗営業利益率 △1.0% 6.7% +7.7pt

経常利益 △14 185 ー

当期純利益 △9 131 ー

1Q振り返り

・昨年末のTVCM等のマスプロモーションにより
認知拡大が想定よりも進み、新規獲得件数が増加

・積極的に新商品を投入することで、既存顧客の
リピート購入も安定的に拡大

・昨年12月から続いていた定番商品を中心とした
在庫不足の影響がありながら、非定番商品の売上
が想定よりも伸長
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1Q単体で黒字化を実現

売上高・営業利益/営業利益率の推移（四半期）

6

664

1,231 1,144

2,370

1,240

2,769

2,150
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2,851

36 143

△ 24
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△ 13

316 161

988
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注釈：四半期財務諸表を作成していないため、2024年1月期の数値は参考値です。

1Q

25/8期
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チャネル構成比は安定的に推移し、高い自社チャネル比率を維持

チャネル別売上比率

7

チャネル別売上高比率推移

*1

チャネル別トピックス

自社EC

・ECサイトにおけるブランド体験及び効率的なCRMが可能
な自社ECへの注力は継続
・春夏アイテムの発売を記念し「SPRING CAMPAIGN」を
実施し、売上拡大に貢献

ECモール ・3月楽天スーパーセール等大型イベントが売上拡大に寄与

直営店舗

・2025年8月期1Qは、以下4店舗を新規オープン
（大阪、広島、横浜みなとみらい、福岡天神）

・2025年3月には、TENTIAL 丸の内をリニューアルオープ
ン

＊１：自社チャネル売上比率は、25/1期におけるブランド事業売上高に占めるEC売上高及び自社店舗（常設店舗及びポップアップ型店舗）売上高の割合から算出。

自社チャネル売上高が全体の89.4%を占有しているため

高い売上高総利益率を実現可能なモデル

75.3% 77.4% 75.8%
80.2%

75.8% 79.8% 76.6% 78.8% 74.7%

7.0%
10.4% 11.5%

13.0%
12.6%

13.1%
13.9% 13.0%

14.7%

17.7% 12.2% 12.7% 6.9% 11.7% 7.1% 9.5% 8.2% 10.6%

0%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

24/1期 25/1期 25/8期

卸売・その他

直営店舗

EC
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KPI推移（購入件数、購入単価）

8
＊１：購入件数は、当該年度のオンラインチャネル（自社EC及び他社EC）におけるのべ購入件数
＊２：購入単価は、当該年度のオンラインチャネル（自社社EC及び他社EC））における売上高から購入件数を除することにより算出

*2
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第1四半期は閑散期ながら、前年同期比で着実に成長 昨年秋の価格改定効果に加え、高単価商品の投入

により前年同期比で成長を実現

*1
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売上総利益/売上総利益率・販管費の推移（四半期）

9

485

864 761

1,672

854

1,917

1,540

4,926

2,025

73.0%
70.2%

66.5%
70.5% 68.9% 69.3%

71.6% 73.8%
71.0%
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24/1期 25/1期 25/8期

売上総利益

売上総利益率

（百万円）

売上総利益 / 売上総利益率 販売費及び一般管理費

202 314 315

678

301

714
492

1,910

61096
123 121
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293

29
55 84

113

71

143

105
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140

51

108 106
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288
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119 157

194
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296

332

742

505
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2,000

4,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

24/1期 25/1期 25/8期

広告宣伝費

人件費

荷造運賃

売上連動費用

その他

（百万円）

448

721 784

1,353

866

1,601

1,378

3,938

顧客単価の上昇が寄与し、

前年同期に比べ2.1ポイント向上

各販管費内訳の構造は前年同期から変化はなく、

規律を持った広告投資で広告宣伝費率は前年同期比で改善

＊１： 四半期財務諸表を作成していないため、2024年1月期の数値は参考値です。
＊２：主に決済手数料、販売手数料、店舗関連費用などで構成

1,835

*1

*2
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営業利益増減分析

10

（単位：百万円）
25/1期 1Q 25/8期 1Q

変動要因

実績 対売上高比率 実績 対売上高比率

売上原価 386 31.1% 825 29.0% • 昨年9月の価格改定の影響で改善

荷造運賃 71 5.8% 139 4.9% • 購入単価の上昇により改善

広告宣伝費 301 24.3% 609 21.4% • 認知拡大により広告効率が改善

人件費 174 14.1% 293 10.3% • 売上の伸長により対売上高比率は改善

売上連動費用 126 10.1% 288 10.1% • 変化なし

その他 194 15.7% 504 17.7% • 事業拡大に伴う全社的な経費の増加

営業利益 ▲12 ー 189 6.7%

利益ドライバーである広告費を適切にコントロールし、

成長を実現しながら収益性も改善
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新商品 及び 新商品リニューアルの実績

12

リカバリーウェア 「BAKUNE」シリーズにおける新素材商品をはじめ、
全てのカテゴリーにおいて、新商品を販売
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横浜・大阪・広島・福岡の4都市に直営店を新規オープン

丸の内店は店舗面積を拡張し、リニューアルオープン

直営店を5都市にオープン

13

TENTIAL 丸の内 TENTIAL 横浜みなとみらい

TENTIAL 大阪 TENTIAL 広島 TENTIAL 福岡天神

*1
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24/8期
実績

(2024/2-8月)

25/8期
当初通期計画
(2025/2-8月)

（百万円） 金額 金額 金額 前期比 当初計画比

売上高 4,582 6,514 9,506 207.5% 145.9%

売上総利益 3,177 4,693 6,874 216.6% 146.6%

売上総利益率 69.4% 72.0% 72.3% +2.9pt +0.3pt

営業利益 344 390 649 188.6% 166.4%

営業利益率 7.5% 6.0% 6.8% -0.7pt +0.8pt

経常利益 347 387 646 185.9% 166.7%

当期純利益 245 315 464 189.2% 147.4%

25/8期 通期計画（修正）

通期計画に対して順調に推移したため、業績予想を上方修正

業績予想修正

*

計画の前提

・認知拡大による売上伸長等の1Qにおけるトレ
ンドは今後も継続する見通しのため、通期の売上
高予想を上方修正

売上高

販管費

・足元競争環境を鑑みて、成長加速に向けた戦略
的な広告宣伝投資を強化

営業利益

・成長加速に向けた戦略的な広告投資を優先する
ため、営業利益率は前年同期を下回る計画

注釈：本数値は、決算期変更に伴い、新たな事業年度に基づいて再構成した参考値であり、監査法人の監査・レビューを受けたものではありません。
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12ヶ月換算の業績予想においても、売上・利益ともに高い成長を計画。

業績予想修正（12ヶ月換算）

16

22/9-23/8 23/9-24/8 24/9-25/8

（百万円） 実績
（参考）

実績
（参考）

計画 前期比

売上高 3,374 7,788 17,761 228.1%

営業利益 285 653 1,758 269.0%

経常利益 294 651 1,736 266.7%

当期純利益 239 583 1,279 219.3%

3,374 

7,788 

17,761 

285 653 
1,758 

0

3000

6000

9000

12000

15000

18000

22/9-23/8 23/9-24/8 24/9-25/8

売上高

営業利益

（百万円）

注釈：本数値は、決算期変更に伴い、新たな事業年度に基づいて再構成した参考値であり、監査法人の監査・レビューを受けたものではありません。

* *
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2026年1月期業績予想に対する進捗状況

進捗率としては売上・利益ともに前期を上回るペースで進捗。

（参考）26/1期業績予想に対する進捗状況

17

進捗率

16.8%

11.7%

11.6%

11.8%

2026年1月期

通期業績予想

16,973百万円

1,619百万円

1,602百万円

1,111百万円

上場後の決算期変更に伴い、上場時に開示した業績予想との比較可用性を担保するために開示しております。
今後は、25/8期通期決算発表（10月）、26/8期第1四半期（1月）、 26/8期第2四半期（4月）のタイミングで開示を予定しております。

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

9.7%

1Q実績
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TENTIALの使命
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健康に前向きな社会を創り、

人類のポテンシャルを引き出す。
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一般的なスポーツや生活の衣類ではなく「健康」という切り口から

日常×機能性の領域で独自のブランドポジショニングを構築

コンディショニングという独自のポジショニング

21

パフォーマンス コンディショニングブランド

ホビー ライフスタイル

ス
ポ

ー
ツ

日
常

機能性

ファッション

トップアスリートが利用する

競技用の製品を提供する企業

一般の生活者が趣味（ヨガ、登山、ジムなど）

で利用する製品を提供する企業

一般生活者が

生活に必要な衣類を提供する企業

（例：NIKE、adidasなど）

（例：Lululemon、Patagoniaなど） （例：UNIQLOなど）

当社認識に基づくする当社のポジショニングを示したイメージ図

TENTIALの

ポジショニング
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TENTIALを支える「強さ」の根源。

フィロソフィーが貫く、高付加価値バリューチェーン

22

フィロソフィー

ブランド価値向上プロセス

企画 製造
マーケ

ティング
販売 CS

Value Chain

法人・自治体

R&D
Athlete

アスリート

創業のフィロソフィーを軸に、企画からお客様への提供まで、全プロセスで高付加価値を創出します。

これは、コンディショニングブランドとしてのブランド価値確立に向けたTENTIAL独自の構造です。
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「健康課題」を解決するためのR&D活動

R&D

23

日常のあらゆる生活シーンにおける「健康課題」に着目し、健康課題を解決するためにどういった製品にどのような価値

（機能）を付加するかを日々調査・研究を行い、当社独自の付加価値をもった製品を開発し、お客様に届けています。

大学との共同研究事例

独自機能の開発（特許出願中）

リカバリーウェアが睡眠にもたらす影響の生理学的研究

独自技術「Sleep Conditioning Technology 」を有した掛け布団の臨床研究

早稲田大学睡眠研究所 所長の西多昌規教授との共同研究の下、リカバリーウェアが睡眠にもたらす影響の生理学的研究を実
施。リカバリーウェア着用により、睡眠の初期段階で体表面からの放熱と深部体温の低下が促進されることで、効率のよい睡
眠導入を実現することが示唆された。

独自技術「Sleep Conditioning Technology 」を有した掛け布団が睡眠に与える影響を検証するため、「Sleep Conditioning 
Technology 」を用いた掛け布団と一般標準品の羽毛布団を使用した、盲検化のクロスオーバー法を用いた睡眠指標を比較す
る評価試験を行いました。

睡眠用靴下の特殊構造 Sleep Conditioning Technology®

靴下の先端部をメッシュ編みにするこ
とにより、一般的なソックスに比べ
1.5倍の通気性を確保し、睡眠時でも
快適な構造を実現

温度調整わた、調湿シートの独自の配合を通
じて、寝床内環境寝床内環境に重要な、温
度・湿度を快適に保つTENTIAL独自の技術
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共創パートナーとしてアスリートのコンディショニングに向き合う

24

2024年パリオリンピック

卓球女子団体日本代表

平野 美宇 選手

愛用アイテム

• リカバリーウェア

• 枕

• マットレス

TENTIALを知ったきっかけ

マネージャーさんにお勧めしていただいたのですが、着てみるとすごく寝

やすくて、もっと着てみたいなと思ったのがきっかけです。

愛用している理由

最初に着た時、すごく気持ちが良くて、また着たいなと思いました。 ずっ

と着てるとBAKUNEで寝るのが習慣付いて、BAKUNE以外であまり寝る

ことはないぐらいずっと着てます。

＊注釈：個人の感想であり、当社製品の機能や性能について客観的に示したものではありません。

アスリートリレーション

トップアスリートの知見を商品開発に活かすだけでなく、アスリートが常に高いパフォーマンスを発揮できるよう、

アスリートのコンディショニングにも向き合っています。
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シックスセンシズ 京都ホテル パティーナ大阪

法人・自治体との取り組み

パートナシップを通じた、TENTIALを体験できる場の拡大
TENTIALの思想にご共感いただいたホテル様とのパートナーシップのもと、オリジナルアメニティを通じて、上質なコ

ンディショニング体験をお届けしています。
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ANAファーストクラスアメニティ 羽田ANAT2免税店 POPUP

法人・自治体との取り組み

ANAグループとのパートナーシップ通じて空の旅をより快適に

ANAグループとのパートナーシップのもと、POPUPストアの開催や国際線ファーストクラスへのオリジナルアメニティ採用を

通じて、空の旅の体験価値向上を目指します。
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法人・自治体との取り組み

×

×

×

×

静岡県三島市と包括連携協定を結び

コンディショニングを活用した健康増進を推進

愛知県名古屋市の健康経営支援のパートナー企業に認定

睡眠改善セミナーを実施

NTT東日本グループと「テンシャル製品を用いた従業員の

睡眠課題を解決する検証実験」を実施

テンシャル製品で冷え×睡眠課題を解決する検証実験を実施し

主観評価で冷えによる睡眠課題を大幅に改善する結果に

自治体との包括連携協定や、企業との共同検証実験を通じて、製品・サービスの有効性を客観的に実証し、社会全体の健康増進

に貢献します。
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だれも奪えないもの。

それがポテンシャルだと思う。
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